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「生産性向上のための技術紹介」教えて!
中研 ※「中研」はJA全農飼料畜産中央研究所の略称です。※「中研」はJA全農飼料畜産中央研究所の略称です。

　和牛の肥育後期や妊娠牛におい
て、牛が横になった状態から起き上
がれなくなることがあります。起立困
難な状態のまま放置すると、ルーメン
内にガスが貯留し鼓腸症となり、最
悪の場合は死亡することもあります。
そのため、起立困難な牛を早期発見
することが重要です。起立困難な牛
を発見するためには見回りが必要で
すが、遠隔地にある農場や夜間の見
回りは生産者にとって重い負担とな
ります。そこで当室では、省力化とし
て起立困難の検知機能がついた機
器と監視カメラを用いています。今
回はその取り組みを紹介します。
　起立困難の検知機能がついた機
器（当室ではファームノートカラーを
使用）は、牛の首に装着した装置が
リアルタイムに牛の反芻・活動・休
憩データなどを収集します。そして人
工知能（AI）が牛の起立困難状態
を判定し、スマートフォンやタブレッ

トなどに通知がくるシステムです。そ
のため牛舎から離れた自宅や事務
所からも、起立困難な牛を早期発
見することができます。

　ところが当室で使用していると、
個体によっては首の装置がずれる、
外れていたなどで誤報が発生する
場合がありました。特に深夜の時間
帯に通知がきて、急いで駆けつけた
時に、牛が何食わぬ顔で立ってい
たら安堵と同時に、無駄足であった
とガッカリするものです。もしカメラが
あれば、牛が本当に起き上がれな
い状況なのかを即座に確認し、緊
急性や人手が必要なのかをその場
である程度判断することができます
（写真１）。また、暗視モードや可動
＋ズーム機能があるタイプのカメラ
であれば、夜間でも自由に見たい映
像に調整できます（写真２）。
　更に録画機能を搭載しているカ
メラの場合、起立困難になった原因

を確認することができます。
　当室では、敷料のオガクズを交
換したその日に起立困難が発生しま
した。カメラで当時の状況を確認す
ると、敷料交換後にオガクズを平ら
にならしていませんでした。そのため
横臥時にオガクズの山の傾斜に牛
体がはまってしまい、体の自由が利
かず、起立困難が発生したと考えら
れます（写真3）。

　

　そこで敷料交換時は搬入するオ
ガクズを適正量にし、ローダーなど
の重機で踏みならして、牛床の高低
が生じにくいようにして発生リスクを
減らしています。このように起立困難
の検知機能がついた機器とカメラ
を合わせることで、起立困難の牛を
早期発見できるとともに、発生対策
を講じることができます。

農・畜産経営において、長時間労働やその負荷は大きな課題となって
います。そのため近年では、労働の低減と効率化のための技術が次々

と登場しています。今回は当室で取り組んだ、ICT（情報通信技術）機器と監
視カメラを活用した省力化事例の一部を紹介します。　   笠間乳肉牛研究室

　搾乳ロボットは牛の搾乳を自動化
する「精密機器」です。電気配線が
あらゆるパーツに張り巡らされ、正確
な搾乳工程を制御しています。一方、
搾乳ロボットは壁に囲われた室内に
設置されているため、冬場も比較的
暖かく、またロボット内では牛の進入
を促すための配合飼料が給与され
ることから、ネズミにとっては食と住
が確保された恰好のすみかとなりま
す。ひとたびネズミがすみ着くと、繁
殖を繰り返してどんどん生息数を増
やします。咬害や糞尿による搾乳ロ
ボット機器の損傷を引き起こし、ロ
ボットが稼働できなくなることもありま
す（写真１）。また、衛生面でも大きな
問題となります。
　当室の搾乳ロボット牛舎でもネズ

ミの被害が多発し、時には人がいて
もお構いなしに姿を見せるネズミに
苛立ちすら覚えつつ、対策を検討し
ました。

　最初は、ネズミの忌避剤を配線に
塗布しました。忌避剤自体の効果は
高かったのですが、搾乳ロボットの
細かな配線全てに忌避剤を塗布す
ることはできず、塗布していない箇所
への被害が発生しました。次に、粘
着トラップを設置し、多少の捕獲に
はつながりましたが、設置できる場所
が限られており、大きな効果は得ら
れませんでした。
　そこで、専門の防除業者と協議
し、ネズミの知覚神経を刺激する振
動波装置を設置しました（写真２）。
この装置で、まずはネズミを搾乳ロ

ボットに近寄らせないよう試みまし
た。更に、ネズミの進入ルートを調査
し、行動範囲と考えられた牛舎外の
排水処理施設周辺や搾乳ロボット
室内に毒餌の入ったベイトボックス
を設置しました（写真３、図１）。牛が
毒餌を誤食することがないよう、ベイ
トボックスは飼槽や搾乳ロボット本
体からは離れた位置に設置しまし
た。

　対策実施後、毎月、防除業者のコ
ンサルティングを受けながら効果を
確認しました。最初は搾乳ロボット室
内での毒餌の喫食が多かったので
すが、徐々に牛舎外の喫食に移って
いった後、次第に喫食自体が少なく
なり、生息数の減少を実感しました。
また頻発していた搾乳ロボットの故
障・停止が大幅に減少しました（図
２）。このことは、修繕費の削減につ
ながっただけでなく、牛の生産性や
衛生面でも大きな改善となりました。
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憎きネズミを退治せよ！憎きネズミを退治せよ！～搾乳ロボット牛舎に　おけるネズミ対策～
～搾乳ロボット牛舎に
　おけるネズミ対策～

ズミが畜舎内にすみ着くと、飼料の汚損、咬害による機器配線の断
線や漏電、病原体の媒介など、さまざまな経済的損失をもたらします。

今回は、当室の搾乳ロボット牛舎で実施しているネズミ対策とその効果につい
て紹介します。　　　　　  　　　  　　　　　　  　  笠間乳肉牛研究室
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写真 1　起立困難な牛（カメラ映像）

起立困難な牛への事例起立困難な牛への事例

監視カメラで早期発見監視カメラで早期発見 試行錯誤したネズミ対策試行錯誤したネズミ対策

対策が奏功対策が奏功

写真 2　夜間のカメラ映像

写真1　配線へのネズミの咬害 写真 3　ベイトボックス 図 1　ベイトボックス設置場所

図 2　ネズミ対策前後での搾乳ロボット故障回数の変化写真 2　振動波装置
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写真 3　敷料の山にはまって起立が
           困難な牛
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